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新規就農者の素顔  農業経営の状況（現在）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名：  田中  秀幸  

住所：  豊岡市下鶴井  

年齢：  29 歳  

農地： 130a（借地 10a）  

施設：ビニールハウス 540 ㎡  

経営内容：果樹、直売  

・ぶどう 110a 

・野菜、桃、栗ほか 20a 

労働力：本人、父母、おば  

出荷先：直売所、産地直売店等  

 

 

 

 

 

 

直 売 所 で の 販 売 も 好 評  

就農から現在まで  就農で良かった点、苦労した点  

2005 年  離職・就農  

2007 年  就農基礎講座受講  

2007 年  規模拡大（借地）  

ハウスを増設  

2010 年  ハウス増設  

現在に至る  

○良かった点  

  家族で協力しているので、家族

の絆が深まった。  

  自分が作ったぶどうをおいしか

ったと満足してもらえたこと。  

○  苦労した点  

  技術の習得が大変でした。  

  農作物は天候によって左右され

るので、毎年いい物ができるか

心配。  

農業をめざした動機  後輩へ贈る言葉  

祖父がぶどう園を経営している

頃から、将来自分が長男として家業

を継ぐ思いはありました。父が体調

を崩し、その時、父の姿を見て自分

が家業を継ぐしかないと決意し就

農を決意しました。  

  自分で栽培した農作物を喜んで

買ってもらった時の満足感はと

てもやりがいがある仕事です。も

っと一緒に農業ができる仲間が

増えたらいいと思います。  

  日本の農業を盛り上げましょう。 



 


